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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・庭野　弘樹　様～鼻汁と軽度の頭痛の訴え聞かれ、本日内科診察にてタベジール2×3日（昼・夕）分臨時処方となっています。処方するにあたって、内科医より眠気が強くなる事が考えられるとの説明があり、本人へその旨伝えています。風邪症状の確認を行っていくと共に、日中の活動状況を観察の上副作用についてあまり気にかけないよう適宣声掛けを行っていきましょう。

・佐々木　みね様～7/14下痢症状あり、下痢止めの薬が処方となっていた為センナリド2T 1×夕が止めとなっていました。本日本人より、便秘傾向だとの訴え聞かれている事から摘便・グリセリン浣腸施行し、ゴルフボール程の大きさで、10個位の反応便が見られています。又、主治医報告にてセンナリド2T 1×vds　3日分臨時処方となっています。排便状況と便の状態を観察して行きましょう。

・春本　司郎　様～本人より外出希望聞かれていましたが、御家族様と相談した様子なく自身が勝手に曜日を設定している事がありました。本人へは、御家族様の許可がないと外出出来ない事を説明しています。再度本人より外出希望聞かれた場合はその旨を説明してください。又、スタッフも患者様からの外泊希望があった場合は、家族連絡する必要があると安易に判断せず、その患者様に合わせた対応を取るように留意してください。

・北山　幸博　様～腰痛の訴え聞かれており、湿布が3日間処方となっていました。その後は腰痛体操をする様に説明していますが、継続して腰痛の訴え聞かれています。一週間程様子を見ること伝えていますので、それまでは腰痛運動で対処する様に説明していきましょう。

・米田　達郎様～本日午後、頭部CT・胸部レントゲン施行しています。

・4月分の看護記録をホワイトボード下にまとめています。各自受け持ち担当患者様の看護

記録が記入漏れ等見られないか確認してください。

（臨床心理士より）

・哘　正弘　様～7/19の14：00、心理検査のロールシャッハテストを予定しています。本人へはその旨伝えています。

＜週間連絡＞

７月１９日（火）　・哘　正弘様～心理検査（ロールシャッハテスト）予定

　　２０日（水）　・皮膚科診察（西・北病棟）

　　　　　　　　　・個人情報保護法のレポート提出最終日

　　２１日（木）　・コップ漂白

　　２２日（金）　・モップ交換

· 歯科診察（宮本建蔵様・松橋清子様・曽我正子様・本田英之様・

　　　　　　　米田達郎様）

　　※7/18～22日までの5日間、課内研修が行われます（テーマ「観察とは」）。時間は17：30～18：30で、場所は

　　　メモリアルホールにて行われます。各自曜日を確認し出席して下さい。

＜注目患者様NCP評価・検討＞

・宮　陽子　様～比較的表情の穏やかさ見られていますが、特定のスタッフに対し口調強

　　　　　　　　めて話されたり不満を訴える事があります。又、「私が病棟でちゃんと

　　　　　　　　やっている事を看護婦や先生が分かっていると、家族の許可がなくても

　　　　　　　　退院できるんでしょ？」とやや退院について気にかけている様子が伺え

ています。なぜスタッフに対し口調を強めるのか、何に対し不満を持っ

ているのか明確にしていくと共に、それに対しどのように対処していく

のか示していけるような関わりを持っていきましょう。

・北山　幸博様～７月17日、他者に灰皿を2回蹴飛ばす行為や、女性患者様と怯んで特定のスタッフを中傷したり、攻撃的な言動が見られます。7月18日には昼食のためレストランに行く途中、東病棟の男性スタッフと口論となり、「ぶっ殺してやるぞ、このやろう」と暴言を吐き殴りかかろうとしています。分かってはいるが、切れると制止が出来ず、衝動的な言動におよんでいる面がありますが、後になってから「さっきはごめんね」と謝って来ては自ら振り返りは出来ています。逆の立場を考えて頂き、結局はどうしたいのか、何をしたいのかを問うと、「西病棟で治したい」と話しています。西病棟ではこれからどうしたいのか、どうすれば良いか治療目的は何なのかを問い掛けながら常に治療に結びつけていくようにスタッフは対応していきましょう。患者様の言動にも色々な意味があり、患者様のペースにまきこまれすぎないよう、一人の患者様に捉われ過ぎて他の周りが見えなくなるような看護ではいけない事を理解し、今のケア方法でいいかどうか視点を見つめながらケアプランを立てるようにしてください。本人との対応時には、パワーもありスタッフのあらを見つけ批判・攻撃的な傾向があるのであやふやな態度は見せず、はっきりと個人攻撃の場ではない事、気分や感情のコントロールが出来なければ退院出来ない事を伝えていくようにしてください。言動の中から起こりうる問題点を予測し、本人、他者、スタッフの安全性を考えた対応が必要です。衝動行為は、いつもと違う精神状態、表情、言動の変化のサインが見られたらスタッフ間の情報を密にして早急に予防策を施し、自他の事故を未然に防ぐ事ができるようにして行きましょう。

勉強会：ＳＳＴの実施・展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：三浦

ＳＳＴは精神障害を持つ患者様が、薬物療法や精神療法などにより症状が改善した後も、社会生活を安易に行う為の対人的機能、つまり他者からのメッセージを受け止め、社会的状況を評価・検討し、自分の意志や感情を伝達するコミュニケーションの技能を中心として行います。

スタッフは患者様の対人関係のぎこちなさや、日常生活の課題を対処する能力が低下している為、家族・友人等の対人関係が上手くいかず、自立した生活が妨げられるなど、それがストレスとなって症状の再発を招くことを予防する為の訓練である事を念願において取り組む必要があります。

ＳＳＴの流れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・当日のリーダー・コリーダーで参加者のメンバーを見て、

　　　　　　　　　　　　　　　　　①練習課題は何を提起するのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　②ウォーミングアップは何を行うか

　　　　　　　　　　　　　　　　　③注目患者様を把握し、予定されている事や進め方について話し合う

ＳＳＴの実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・参加者で立って挨拶をする

　　　　　　　　　　　　　　　　・ウォーミングアップは、参加者がリラックスし、場を盛り上げ、雰囲気を和やかにする事が目的

　　　　　　　　　　　　　　　　　（患者様の要望は聞き、なければスタッフが準備していた事柄を行う）

　　　　　　　　　　　　　　　　・参加者から最近困っている事はないか話し合ってもらう（出来ない場合はスタッフ側から提起する）

　　　　　　　　　　　　　　　　・参加者の日々の発言や患者間の関係、トラブル等具

　　　　　　　　　　　　　　　　　体的に設定しＳＳＴに取り入れる

　　　　　　　　　　　　　　　　・参加者より「出来ている」等の話が聞かれている場

　　　　　　　　　　　　　　　　　合は実際にモデリングを行ってもらう　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・問題に対し、どうすればよいのか参加者に対処案を考えてもらい（思いついたことを何でもいいので話してもらう）、発言ないときはスタッフから参加者へ話題を振る

　　　　　　　　　　　　　　　　・すべて可能な選択肢としてボードなどに書き、分か

　　　　　　　　　　　　　　　　　りやすいよにする

　　　　　　　　　　　　　　　　・発言の内容を参加者で検討（良い点、悪い点）しあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　う。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・具体的な場面設定を行う（いつ、どこで、誰と、何をするのか）

　　　　　　　　　　　　　　　　・話し合いで出た意見を参考にしながら参加者、又は

　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフでモデリングを行う

　　　　　　　　　　　　　　　　・モデリングを見て、他己評価・自己評価をしてもら

　　　　　　　　　　　　　　　　　う

　　　　　　　　　　　　　　　　・場面設定、役割を明確にして始める

　　　　　　　　　　　　　　　　・終了後、振り返り自己評価・他己評価を行い良い点

　　　　　　　　　　　　　　　　　を評価する

　　　　　　　　　　　　　　　　・今回のＳＳＴで話し合った事やロールプレイした事を振り合えってもらい、ＳＳＴの感想を発言し合う

　　　　　　　　　　　　　　　　・やってみてどうだったか、出来そうか確認をする

　　　　　　　　　　　　　　　　※月末には短期目標の自己評価・達成度を話し合い、

　　　　　　　　　　　　　　　　　次回の短期目標の設定へ繋げていきます

　　　　　　　　　　　　　　　　　ＳＳＴの短期目標はＳＳＴの目的に合った目標を設

　　　　　　　　　　　　　　　　　定していくようにする

　　　　　　　　　　　　　　　　・立って挨拶をします　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・実施したＳＳＴはどうだったか話し合う

　　　　　　　　　　　　　　　　・参加状況や反応、グループの雰囲気、スタッフの関

　　　　　　　　　　　　　　　　　わり方などを次回へ繋げる様話す

　　　　　　　　　　　　　　　　・個人の記録表、ＳＳＴセッション記録表の記載、参

　　　　　　　　　　　　　　　　　加者の確認

　　　　　　　　　　　　　　　　※一ヶ月の最後の実施日には総括を記録する

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＳＳＴの目的　　　　　　　　　　　　　　　会話時のポイント

　・人と上手く付き合える様になる　　　　　　・視線を合わせる

　・思った事が言える様になる　　　　　　　　・身を乗り出してはなす　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・はっきりと大きい声で話す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・手を使って表現する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・明るい表情

　　　　　　　　　　　　　　　　

・開始前にスタッフ間でのプレ


ーミーティング　　　　　


・時間になったら声掛けをする








①始まりの挨拶


②ウォーミングアップ





③セッション（課題提起）


ⅰ－問題提起





ⅰⅰ－問題提起に対する話し合い





ⅰⅰⅰ－モデリング


　　　（お手本）





ⅰⅴーロールプレイ





④感想、振り返り





⑤終わりの挨拶





スタッフ間でのアフターミーティング








